
再評価結果 (令和元年度事業継続箇所)

 ヽ          担 当 課 :対馬市 建設課
担当課長名 :原田 武茂
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事業名
その他市道内山 2号線 (内山工区) 対馬市

己終点 自:賞薔繁射焉寺解階蔚詣面 至:賞薔鷺鶏焉希解脈蒔詣面 長 1.3 0km

事業椰霊… | その他市道内山2号線 (内山工区)は、厳原西地域と厳原及び病院等へのアクセス向上
を目的としている。

H22年度事業化 都市計画決定 なし H23年度用地着手 H22年度工事着手
全体事業費 業進捗率10.0億 81. 8% 供用済延長 O km

計画交通量 457台 /日  (H42)
費用対効果
分析結果 1. 24
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分析の結果
B/C=1,09～ 1.36(交通量 ±10%)
B/C=1.15～ 1,35(事業費 ±10%)
B/c圭 1,19～ 1.30(事業期間±1年 )

【残事業】B/C=13.85～ 17.31(交通量 ±1
B/C=14.62～ 17.20(事業費 ±1事業費変動
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ついて感度分析を実施

B/C=15.29～ 16.19(事業期間±1年 )
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※ 総費用と総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。



令和元年度 第3回
長崎県ノム`其事業評価監視委員会

道路改築事業

道維-5 市道内山2号線
(内山工区)

事業採択後10年経過

事業主体 対馬市
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1日 審議経過

審議経過 再評価の理由

工期
事業費
(億円)
B/C 概要

着工 完了

当初

(H22茉斤大見)
H22 H26 6.0 2.04 延長1.30km

中目F≧4.0 (5.0)m

第1回審議

(Rl年度 )

事業採択後
10年経過

H22 R3 10.0 1.24

【当初計画からの変更概要】
法面の工法変更及び発生土の処理に伴う事業
費増額
法面工の追加等や取水施設対策の調整に伴う
工期延長
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2.目 白勺日事業概要日これまでの経緯

事業の目的

・道路交通の円滑化及び安全性向上を図ることで、地域

住民の生活利便性の向上、救急医療体制強化の支援、

及び水産業の振興に寄与する。

事業概要

事業延長 L=1.30km

幅  員 W=4.0(5.0)m
全体事業費 10.0億円

計画交通量 457台/日

これまでの経緯

平成?2年度 :事 業 化

平成22年度 :事業着手

平成30年度末 :約0.97km(整備済み)

事業進捗率:81.8%(事業費ベース)

用地進捗率:100.0%(面積ベース)
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3日 事業の効果・必要性

事業の効果
・道路整備による安全性向上及び

市街地へのアクセス向上
巨救急車両の搬送時間短縮
ほ水産物の輸送時間短縮

事業の必要性
T通勤田通学や買い物、救急搬送など、地域の生活に欠か

せない道路であり、基幹産業である水産業の輸送経路でも

あるため、交通の円滑化及び安全性 向上が求められてい

る。

完成区間 :0.97km

・平成29年度に完成区間は0.97kmとなっているが、全線

開通しないと通行できないため、早期完成を目指す。

改 良 前 改 良 後
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4H事業の進捗状況 (事業費の見直し)

【事業費増】
6.0億円(当初)⇒ 10.0億円(今
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面対策に伴う増額
再
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生土処理に伴う増額

ユ①、②箇所
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モルタル吹付

事 華 優超 め 向 審 鱈 田 主 rr爆屈 理 由

●法面対策に伴う増額 約2.0億円
地質調査の結果により、モルタル吹付から吹
付法枠コヽ変更また、地山補強土工として鉄筋
挿入工告行うことによる増(N=11120本 〕

②盛土に利用できない発
生土の処理に伴う増

約1.S億円
地質観登の結果により、発生上を再利用でき
ないための処理費の増 (V=21:000m3,

③その他 約0,5億円 労務費や資機構等の単価上昇

計 約4.0縮円

吹付法枠及び鉄筋挿入工



4口 事業の進捗状況 (事業期間の見直し)

ロ

「完了工期」

H26(前 )→ R3(今回)

①法面工の工法変更に伴う工期延長

i法面上の工法変更に伴う事業量の増加によリエ期を延伸する。

②取水施設対策の調整に伴う工期延長
・内山地区は各家庭で生活用水及び水稲用また、椎茸栽培の散水用に山から取水をしている。当施設を整備する
ことにより取水状況が変化しないか心配する住民がおり、その対策協議に時間を要したため、完成を令和3年度ま
で見直したい。

①法面対策に伴う増額 大 ②箇所

◆
◆
!●々

②取水施設箇所
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5日 事業の投資効果

◆ 費用対効果(B/C)

〔費用〕 :

・道路整備に要する事業費 (工事費、用地費)、 道路維持管理に要する費用

〔便益〕
・走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益

〔プラス要因〕
・費用便益分析マニュアルの改定

→貨物車原単位 (価格)の増加

〔マイナス要因〕
・事業費の増

・事業期間の延長

項 目
当初評価

(平成22年度 )
今回評価

(令和元年度)

残事業 15.80=14.42億 円/0.91億 円

全事業 2.04三 可o.82億円/5.30億円 1.24=14.42億 円/可 1.61億円



6口 対応方針 (原案 )

O整備計画の見直し
◆道路交通の円滑化及び安全性向上を図ることで、地域住民の生活利便性の

向上、救急医療体制強化の支援、及び水産業の振興に寄与する。

◆事業進捗率は事業費ベースで約820/0であり、用地進捗率は100%となうて

いる。
´

◆事業の完成も間近であり、近隣住民からの要望も強いことからr期間を延長し

事業に取り組みたい。
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